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注   意  

 

１  試験時間は１２０分。 

２  問題紙は 3 枚（表紙を除く）、解答紙は 3 枚。 

３  設問Ⅰ（共通問題）は全員解答すること。また、設問Ⅱ（選

択問題）については、問題紙中に志望する専門領域ごとの問

題選択の方法が記してあるので、それに応じて問題を選択の

上、解答すること。 

４  解答は、問題番号を明記の上、それぞれ別の用紙に記入する

こと。 

 



設問Ⅰ：共通問題（全員解答すること） 

 

以下の図1は、OECD による『図表でみる教育 2019年版』カントリーノートに基づくも

のである。この資料に基づいて以下の４点について回答しなさい（ただし6年制課程プロ

グラムについては無視するものとする）。なお、問1～問4で解答紙1枚を使用すること。 

 

問1 日本の教育段階別初回入学者の平均年齢はOECD諸国と比較してどのような特徴があ

るかについて2点述べなさい。 

問2 日本における上述した特徴はどのような理由で生じたものであると考えられるかに

ついて述べなさい。 

問3 日本における教育段階別初回入学者の平均年齢について、どのような状態が今後望

ましいと考えるか、その理由も含めて、あなたの考えを述べなさい。 

問4 問3で述べた望ましい状態にするためには、どのような政策や社会の対応が必要と 

なるかについて述べなさい。 

 

図 1 教育段階別初回入学者の平均年齢（2017 年） 

 

注：修⼠課程の⻑期の第⼀学位については標本サイズが⼩さい場合がある。 
1 短期高等教育のデータはフラマン語圏のみ。 
左から順に、学⼠課程初回入学者の平均年齢が高い国（2017 年時）。 
資料：OECD / UIS / Eurostat (2019)。表 B4.1。 (https://doi.org/10.1787/f8d7880d-en)。 
 
（出典：OECD『図表でみる教育 2019年版』カントリーノート、p.1 
https://www.oecd.org/education/education-at-a-glance/EAG2019_CN_JPN-Japanese.pdf、最終確認日 
20211229より作成) 
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https://doi.org/10.1787/f8d7880d-en
https://www.oecd.org/education/education-at-a-glance/EAG2019_CN_JPN-Japanese.pdf


設問Ⅱ：選択問題（志望する専門分野の問題を選択して解答すること） 

 

【教育社会学領域】 

次の各問いに答えなさい。なお、問 1 と問 2 で解答紙 1 枚、問 3 で解答紙 1 枚を使用す

ること。 

 

問 1 以下の①～③について、具体例を示し、それぞれ 200 字程度で説明しなさい。 

  

①トーナメント移動とトラッキング 

②交換理論と合理的選択理論 

③象徴的相互作用論と社会的構築主義 

 

問 2 以下の①～③について、実証研究での応用例をあげて、それぞれ 200 字程度で説明し

なさい。（注：とりあげる応用例は、架空のもので構わない） 

 

①パネル・データ分析における固定効果（Fixed Effects）と変動効果（Random 

 Effects） 

②マルコフ連鎖モンテカルロ法（Markov Chain Monte Carlo methods） 

③ダブル・バーレル（double-barrel）質問とキャリー・オーバー効果 

 

問 3 学校における教師と生徒の相互作用が教育達成に与える影響について「ラベリング理

論」と「ピグマリオン効果」の概念を使って説明しなさい。 
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設問Ⅱ：選択問題（志望する専門領域の問題を選択して解答すること。） 

 

【教育行政学領域】 

次の各問に答えなさい。なお、問1・問2で解答紙を1枚、問3で解答紙を1枚使用すること。 

 

問1 以下の図1は文部科学省の公表した「令和2年度（令和元年度実施）公立学校教員採用選考試

験の実施状況のポイント」における、受験者数・採用者数・競争率（採用倍率）の推移を示したも

のである。 

①図のように推移してきた社会的背景について説明せよ。 

②令和2年度現在の状況がもたらす課題を複数指摘しなさい。 

③②で指摘した課題について、どのような施策が求められるか、あなたの考えを述べなさい。 

 

 
図1 総計(※) 受験者数・採用者数・競争率（採用倍率）の推移 

（※「総計」は、小学校、中学校、特別支援学校、養護教諭、栄養教諭の合計） 

     （出典：https://www.mext.go.jp/content/20210201-mxt_kyoikujinzai01-000012429-1.pdf,  

最終確認日2022年1月18日。） 

 

問2 都道府県教育委員会が実施する教員研修のうち、主なものを挙げよ。また、現在進められて

いる教員研修制度改革の方向性を述べたうえで、それに対するあなたの考えを述べよ。 

 

 

問3 教育行政学に関する次の語句のなかから3つを選択し、それぞれ200字程度で説明しなさい。 

 

① 熟議民主主義 

② 私学の自主性 

③ 出席停止 

④ ハイステイクス・テスト 

⑤ 「分厚い記述」と「薄い記述」 
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https://www.mext.go.jp/content/20210201-mxt_kyoikujinzai01-000012429-1.pdf,













